創部60周年に寄せて

■期　生：	第　17	期					
　※不明の場合は卒業年　（　1985　年　3　月卒）						　　　　　■お名前：　横山章則　　（旧姓：　　　　　）		　　　　　　　　　　　　　
　※姓が変わった方は旧姓もご記入ください。							
■役　職：　主将							
　※現役時の役職をご記入ください。							
■部　長：伊藤俊彦先生							
　※現役時の部長名をご記入ください。							
■監　督：　池田亀三郎先生							
　※現役時の監督名をご記入ください。							
■現役時代の思い出（道場や合宿、大会などの思い出をお書きください）
中畑清氏に憧れ、駒大野球部への入部を夢見て九州の片田舎（宮崎県宮崎市）から上京するも「１年生は皆
夏のセレクションで入ってくるから今更入れないよ」と宣告され、意気消沈しているところに（カモが来た　　　とばかりに）当時の３年生の先輩から優しく声を掛けられて同じ高校の先輩がいるという理由だけでトントン拍子に入部した。高校の先輩からは「大学に入ったら学ランに気をつけろ」と示唆されていたにも拘らず、その後
３年間の学ラン生活がスタートした。目を閉じると学生時代が昨日のことのように蘇ってくるが、とりわけ１年の夏合宿に幹部先輩の道衣を間違えて持参し、お説教されたことや、道場の板の間よりも多摩川河川敷の通称「赤レンガ」での稽古が多く、泥んこの道衣を本部合宿で叱られたこと、部員40名で拳立てを「端から10本号令」
？？400本…高島屋の団体バイト（強制バイト）の打ち上げで日体大に混じって「エッサッサ」をやらせて頂いたことなど今となっては、大変貴重な体験をさせてもらったことは楽しい思い出であり、少なからずその後の人生の糧となっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■60周年に寄せて（我部、現役への思いなどお書きください）					
本日ここに駒澤大学体育会少林寺拳法部が創部60周年を迎えるにあたり、我が部の創設から今日までの存続に関わって頂いた数多くの皆様への感謝を無くして今日の良き日を迎えることはできなかったであろう。とりわけ部を立ち上げ、体育会の一員に昇格させて頂いた第1期の先輩方、創部から監督としてご指導を頂いた今は亡き大屋昭夫先生、その後我が部のOBであり監督を引き継いで、私も直接指導を受けた故池田亀三郎先生、池田先生の遷化後、今も熱心に現役部員のご指導に携わって頂いている分藤秀明監督と名前を挙げるとキリがないほどの方々に支えられてきた。私自身この60年の歴史の1頁に名前を刻めたことを大変誇りに思う。時代は大きく変わり、女人禁制？ではなかったが男所帯の昭和の頃とは違い、女子部員が半数を占め女子の主将も多く輩出してきた。制服であった学ランも学内から姿を消し、必需品だった「マッチ」も「靴ベラ」も携帯しなくなった。
「赤卍」に憧れた胸のマークも「双円」に代わって久しい。ただ、今も変わらないのは開祖宗道臣先生の教えと我々駒大少林寺のシンボルである紫紺の大部旗である。我が駒大少林寺はこれからも紫紺の大部旗に見守られながら、70年、80年とその歴史を刻んでいくであろう。駒大建児に栄光あれ。　　　　　　　　　　　　　　　
★思い出の写真をお寄せください。							
　※カラー、白黒いずれも可				
　※返却しかねますのでコピーしたもので可
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